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令和 ６年度 災害復旧実務講習会を開催

会場：東京都千代田区　砂防会館別館シェーンバッハ・サボー

公益社団法人 全国防災協会

　令和 ６年度の災害復旧実務講習会は、 5月20日
（月）、21日（火）の 2日間にわたり、国土交通省水管
理・国土保全局防災課、国土政策局地域地方政策課
調整室、福岡県のご協力を頂き、東京都千代田区の
砂防会館別館シェーンバッハ・サボーにて開催しま
した。
　我が国の地形・地質は急峻かつ脆弱であり、さら
に台風、集中豪雨、地震 ･火山噴火等の異常な天然
現象が多く、災害が発生しやすい自然条件下に置か
れています。このため、災害は毎年のように発生し、
日々の日常生活を始めとして社会・経済活動等に重
大な影響を与えています。
　昨年（令和 5年）災害は、 5月に石川県能登地方
を震源とする最大震度６強を記録する地震が発生し、
死者 1名、負傷者45名、家屋の全壊、半壊、一部破
損等合わせて７３9棟の甚大な被害が発生しました。
　また、台風第 2号が 5月３1日から ６月 2日にかけ
て沖縄地方にかなり接近し、沖縄・奄美では大雨と
なった所がありました。梅雨前線が ６月 1日から ３
日午前中にかけて本州付近に停滞し、台風周辺の非

常に暖かく湿った空気が流れ込んだため、 2日には
前線の活動が活発になり、西日本から東日本の太平
洋側を中心に大雨となり、高知県、和歌山県、奈良
県、三重県、 愛知県、静岡県で線状降水帯が発生し、
死者行方不明者 ７名、負傷者42名、家屋の全壊1３棟、
損壊41棟、床上浸水2,149棟、床下浸水5,841棟に上
る甚大な被害が発生しました。
　 ７月、 8月には、梅雨前線・台風 ６号・台風 ７号
により、全国各地で大雨となり、死者行方不明者1６
名、負傷者181名、家屋の全壊18棟、損壊54棟、床
上浸水1,６40棟、床下浸水2,６７７棟に上る甚大な被害
が発生しました。
　また、今年の 1月には令和 ６年能登半島地震が発
生する等、全国各地で激甚な災害が発生しました。
　当協会では、 ７月豪雨で甚大な被害を受けた福岡
県広川町、うきは市、富山県南砺市、佐賀県唐津市、
令和 ６年能登半島地震でで甚大な被害を受けた石川
県能美市、羽咋市からの要請を受け災害復旧技術専
門家を派遣し、被災施設の早期復旧に向け支援・助
言を行いました。
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　今後も気候変動に伴い、極端な降水がより強く、
より頻繁となるなど水災害の頻発化、激甚化が懸念
されています。
　このような自然災害に対し、災害復旧対策は必要
不可欠な命題であり、特に被災直後の初動体制の確
保や緊急対策の速やかな実施、短期間で集中的な災
害復旧事業の促進、再度災防止のための災害関連事
業等積極的な推進が強く望まれているところです。
　このため、いつ発生するかも知れない災害に対す
る備えとし、全国の自治体や建設関連企業等で災害
復旧事業に携わる方にお集まりいただき実務講習会
を開催しました。
　今年度の実務講習会には、都道府県・政令市、市
町村及び国土交通省地方整備局や賛助会員並びに建
設関係企業の方々など、全国各地から400余名（別紙、
受講者数参照）が講習を受けました。講習会は当協
会の上総副会長の主催者挨拶で始まりました。
　講義は、1日目に防災課長西澤賢太郎様より、「災
害復旧に係る最近の話題」を講義して頂いた後、下
記講習会日程に従い、 2日目、令和 5年発生災害復
旧事業の紹介として、福岡県県土整備部河川管理課
主任技師上玉利洋様より一級河川巨瀬川での災害復

旧助成事業の採択事例について講義して頂き、最後
に当協会富田理事より「災害復旧技術専門家制度」
の紹介と活動実績の講義まで、災害復旧事業の実務
を中心に講義が行われ、受講者の皆さまには、最後
まで熱心に聴講頂きました。
　今年度の講習会もお陰様で多数の皆さまの参加を
頂き、無事終了することができました。
　講習会にご協力頂いた各講師の方々、また参加頂
きました聴講者の皆さまにはこの紙面をお借りし、
心よりお礼を申し上げます。

主催者挨拶：上総周平副会長

令和 ６ 年度　災害復旧実務講習会日程

於：東京都千代田区 砂防会館別館シェーンバッハ・サボー
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公益社団法人全国防災協会

国土交通省 水管理・国土保全局
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　公共土木施設災害復旧事業の基本原則について

　①災害査定の留意点について

　②令和５年発生災害採択事例について
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12:10 ～ 13:30 80 　昼　食 ・ 休　憩
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15:05 ～ 15:20 15 　休　憩

閉　 講

　令和５年発生　一級河川巨瀬
こ せ

川災害復旧助成事業

公益社団法人　全国防災協会

理 事 富
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国土交通省 国土政策局 広域地方政策課 調整室

課長補佐 原 田
は ら だ

隆 史
た か し

10:00 ～ 11:10

15:50 16:40～ 50

70

50

　　　～制度紹介と活動実績～
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課長補佐 益 子
 ま　 す 　こ    　お さ む

修

  災害事務の取扱いについて①

　災害復旧事業制度の概要と災害復旧事業の予算

講　　 　義　 　　題　　 　名

改良技術係長

45

13:30 ～ 14:20
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  災害事務の取扱いについて②

　災害復旧事業費の精算と成功認定

　災害復旧技術専門家派遣制度について
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15:20 15:50 30 　防災・減災対策等強化事業推進費について

国土交通省 水管理・国土保全局 防災課

専門調査官 阿 部
あ べ

洋 一
よ う い ち

国土交通省 水管理・国土保全局 防災課

15:05

　改良復旧事業の取扱いと事業計画策定について
国土交通省 水管理・国土保全局 防災課

12:10

小 嶋
こ じ ま

恭 輔
きょうすけ

～

福岡県　県土整備部　河川管理課　　　　　

主任技師 上 玉 利
 か み た ま り    ひ ろ し

洋

　災害復旧事業の技術上の実務について
　大規模災害時の災害査定の効率化（簡素化）
　　                及び事前ルール化について
　デジタル技術を活用した災害復旧について
　令和６年能登半島地震における対応について

国土交通省 水管理・国土保全局 防災課

基準係長 東 海 林
とうかいりん

藤 一 郎
とういちろう

11:10 ～

講　師　紹　介

講師：防災課長 西澤賢太郎様

「災害復旧に係る最近の話題」

講師：防災企画官 岡本弘基様

「最近の自然災害と
防災・減災の取組について」
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講師：防災政策調整官 西田将人様

「災害復旧事業の新たな取組について」

講師：改良技術係長 小嶋恭輔様

「改良復旧事業の取扱いと
事業計画策定について」

「災害復旧事業の技術上の実務について
 大規模災害時の災害査定の効率化（簡素化）

 及び事前ルール化について
 デジタル技術を活用した災害復旧について
 令和６年能登半島地震における対応について」

講師：基準係長 東海林藤一郎様

講師：災害査定官 松岡一成様

「「美しい山河を守る災害復旧基本方針」の
概要について」

講師：総括災害査定官 木村勲様

「公共土木施設災害復旧事業の
基本原則について」

講師：災害査定官 上水樽昌幸様

「① 災害査定の留意点について 　　　　
 ② 令和 5年発生災害採択事例について」
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講師：専門調査官 阿部洋一様

「災害事務の取扱いについて ②
 災害復旧事業費の精算と成功認定」

講師：広域地方政策課調整室課長補佐 原田隆史様

「防災・減災対策等強化事業推進費について」

講師：全国防災協会 富田和久理事

「災害復旧技術専門家派遣制度について
〜制度紹介と活動実績〜」

講師：課長補佐 益子修様

「災害事務の取扱いについて ①
 災害復旧事業制度の概要と災害復旧事業の予算」

講師：福岡県県土整備部河川管理課主任技師 上玉利洋様

「令和 5年発生 
一級河川巨

こ

瀬
せ

川災害復旧助成事業」
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熱心に聴講する参加者

≪都道府県別≫

　受　講　者　数 ３３1名

北海道  1 名、青森県  ３ 名、岩手県  ７ 名、
宮城県  ３ 名、秋田県  13名、山形県  5 名、
福島県  12名、茨城県  2 名、栃木県  1 名、
群馬県  ６ 名、埼玉県  2 名、千葉県  13名、
東京県  4 名、神奈川県  12名、新潟県  ６ 名、
富山県  4 名、福井県  2 名、山梨県  4 名、
長野県  ７ 名、岐阜県  ３ 名、静岡県  18名、
愛知県  ６ 名、三重県  10名、滋賀県  1 名、

京都府  ３ 名、大阪府  22名、兵庫県  10名、
奈良県  2 名、和歌山県  2 名、鳥取県  12名、
島根県  ３ 名、岡山県  4 名、広島県  2 名、
徳島県  4 名、香川県  1 名、愛媛県  ３ 名、
高知県  4 名、福岡県  5 名、佐賀県  ３ 名、
長崎県  2 名、熊本県  4 名、大分県  1 名、
宮崎県  ３ 名、鹿児島県  ７ 名、沖縄県  2 名
東北地方整備局　 2名
九州地方整備局　 2名
賛助会員　 5名、その他（民間・団体）　57名
講師その他　21名
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https://www.mlit.go.jp/report/press/sabo01_hh_000169.html

６月１日から土砂災害防止月間が始まります！

令和 6年 5月24日 水管理・国土保全局砂防部

　梅雨や台風の時期を迎える毎年 ６月は「土砂災害防止月間」です。全国各地で国民一人ひとりに
土砂災害の防止や被害軽減の重要性を認識し、理解を深めてもらうための行事や、功労者の表彰を
行います。

　

土砂災害防止月間ポスター

【 主 な 取 組 】

⑴　土砂災害防止「全国の集い」の開催（広島県広
島市）
　「繰り返される土砂災害との闘い〜土砂災害の
歴史や社会情勢の変化を踏まえた今後の取り組み
を考える〜」をテーマとしたシンポジウムのほか、
国や都道府県の最新の土砂災害対策事例等をパネ
ルで紹介します。
（主催：国土交通省・広島県）

⑵　土砂災害防止功労者の表彰
　土砂災害防止に関して顕著な功績があった個
人・団体に対して、国土交通大臣表彰を行います。
今年度の功労者表彰は、個人 ３名です。

⑶　小・中学生を対象とした土砂災害防止に関する
絵画・作文の募集
　次代を担う小・中学生に土砂災害及びその防止
についての理解と関心を深めてもらうため、絵画・
作文を募集します。なお、今年の土砂災害防止月
間ポスターには昨年の最優秀作品を使用していま
す。  ◇募集期間は ６月 1日から 9月15日まで◇
【募集HP】
http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/kaiga_
sakubun.html

⑷　土砂災害・全国防災訓練の実施
　土砂災害に対する避難体制の強化と防災意識の
向上を図るため、全国の土砂災害警戒区域等にお
ける住民参加による実践的な訓練を実施します。

⑸　都道府県による主要行事一覧
　国と都道府県、市町村等で連携しつつ、適時・
的確な避難行動の重要性の理解促進、土砂災害防
止意識の普及活動の推進、警戒避難・情報伝達体
制の確認等を実施します。

https://www.mlit.go.jp/report/press/sabo01_hh_000169.html
http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/kaiga_sakubun.html
http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/kaiga_sakubun.html
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公益社団法人 日本河川協会 参与　松田　芳夫

河川入門講座 �

砂防（その２）
―砂防法の制定まで―

　わが国では、河川の洪水氾濫の原因に、山地の荒
廃やそれによる土砂流出があることは、 ７世紀の飛
鳥時代には知られていたようで、山地の森林を大切
にせよとの布告の記録があります。
　後世のことになりますが、江戸時代初期の1666年
には、有名な“諸国山川掟之令”（しょこくやまか
わのおきてのれい）という江戸幕府の命が発せられ
ています。
　その内容は、山地の草木を根まで掘起すこと、河
原や川筋に田畑を開くこと、山中での焼き畑などの
行為を禁止し、河川沿いに植林することを奨励する
もので、現代にも通じるものがあります。

　このような前史を踏まえ、近代にいたり明治23年
（1890年）に帝国議会が開催されると、折からの全
国的な水害の頻発に対し、国の手による治水事業の
促進を求める声が高まり、建白書や陳情書も数多く
提出され大きな政治課題になりました。

　こうして、明治29年（1896年）に「河川法」が、
翌30年（1897年）に「森林法｝と「砂防法」がたて
続けに制定され、いわゆる「治水三法」による治水
行政の基本が出来上がり、以来、修正、付加、改善
されながら130年間近く現在に至るまで続いている
のです。

　この間、戦後の新憲法体制の下で、森林法と河川
法は大改正されて新しく生れ変わりましたが、砂防
法は、死文化した条項を含みつつ部分的な改訂に停
まったままです。
　役所名は新しく書き替えられましたが、法律の文
章は句読点一つ無いカタカナ書きの文語文のままで
す。

第一条は、

“此ノ法律ニ於テ砂防設備ト称スルハ国土交通大臣
ノ指定シタル土地ニ於テ治水上砂防ノ為施設スルモ
ノヲ謂ヒ砂防工事ト称スルハ砂防設備ノ為ニ施行ス
ル作業ヲ謂フ”

という具合です。

　「砂防」という用語は明治初めに定まってきたよ
うですが、よく似た用語に「治山」があります。
　「治山」は森林部門の用語で、良好な森林を育成
するために、荒廃した山地を復旧し土砂崩壊や土砂
流出を防止する行為を云いますが、現場における手
段や工法は「砂防」のそれと殆んど変わりません。
　「森林砂防」という見方もできます。

　「治山」との対比で、治水事業としての砂防を「治
水砂防」ということがあります。
　砂防法では、上記の第一条のように“治水上砂防”
という言い方がくり返されています。

　河川の水源域としての山地まで含めた広範囲にわ
たる水害防止対策を、古くから「治山治水」と言っ
てきた歴史があります。
　現代流にいえば、「治山治水」は、山地森林防災
の「治山」、河川上流域での「砂防」、河川中下流部
での「河川改修」と、治水対策を包括的に言う概念
です。

　現在の行政分担でいうと、「治山」は農林水産省
林野庁の治山課の業務で、「砂防」は国土交通省水
管理国土保全局の砂防部の業務になります。
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協会だより

令和 ６年度第 １回通常理事会開催

　令和 ６年度第 1回通常理事会が、令和 ６年 5月 ７
日（火）12時30分から、千代田区平河町の砂防会館別
館 2階「特別会議室」で開催されました。

1 ．出 席 者
　脇 会長　　　　　足立 副会長　　日裏 副会長
　末松 副会長※　　上総 副会長　　竹中 理事
　田村 理事　　　　楫野 理事※　　池田 理事※
　坂井 理事※　　　秋本 理事　　　奥野 理事
　甲村 理事　　　　富田 理事　　　藤澤 監事
　野田 監事
　（注）※の方は zoomによるテレビ会議で出席

２ ．審議事項
　令和 5年度事業報告の承認について
　令和 5年度収支決算の承認について
　令和 ６年度定時総会の開催事項について
　会長及び副会長の職務執行状況について（報告）

　会長、足立副会長（参議院議員）の挨拶の後、議
事録署名人選任、議案の説明・審議、報告、野田監
事から監査報告が行われ、いずれの議案も原案どお
り議決されました。
　最後に、この理事会が最後の出席となる奥野理事
が退任の挨拶をなさいました。

脇会長あいさつ 足立副会長あいさつ 野田監事から監査報告

役員の皆様 役員の皆様

ZOOM 出席役員の皆様 奥野理事の退任挨拶
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協会だより

令和 6年度定時総会、第 2回通常理事会、
総括災害査定官による説明会、総会記念懇親会

　令和 6年度定時総会が 5月30日（木）、東京都千代
田区平河町の砂防会館別館 1階淀・信濃会議室におい
て、全国各地から多数の市町村長をはじめとする団
体会員指定代表者、個人会員、役員、オブザーバー
等207名の方々のご参加をいただき開催されました。
　はじめに、脇雅史会長から開会の挨拶があり、引
き続き、ご来賓としてご出席いただきました国土交

通省水管理・国土保全局長廣瀬昌由様、同防災課長
西澤賢太郎様の紹介があり、廣瀬局長からご挨拶を
賜りました。
　本総会の議事に先立ち、定款の定めにより脇会長
が議長となり、また、議事録署名人として脇議長（会
長）、上総周平副会長、富田和久理事の ３名を選任し、
令和 6年度定時総会の議案審議に入りました。

脇会長（議長）挨拶

廣瀬局長挨拶

役員の皆様

役員の皆様

【議　案】
第 1号議案　令和 5年度収支決算の承認について
第 ２号議案　役員の選任について

〈理事候補〉� （敬称略）
脇　　雅史　脇雅史政策研究会代表
足立　敏之　参議院議員

日裏　勝己　和歌山県印南町長（和歌山県河川協会　
会長）

末松　則子　三重県鈴鹿市長（（一社）三重県社会基
盤整備協会　理事）

上総　周平　五洋建設㈱顧問
竹中　喜之　北海道むかわ町長（北海道防災協会　

会長）
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穂積　　志　秋田県秋田市長（秋田県防災協会　会
長）

太田　　洋　千葉県いすみ市長（千葉県河川協会　
理事）

田村　正幸　新潟県湯沢町長（新潟県河川協会　会
長）

楫野　弘和　島根県大田市長（島根県土木協会　会
長）

池田　三男　高知県津野町長（高知県防災砂防協会　
会長）

坂井　英隆　佐賀県佐賀市長
山田　　正☆中央大学研究開発機構教授
秋本　敏文　（公財）日本消防協会　会長
甲村　謙友　（公社）日本河川協会　会長
塚原　浩一　（公財）リバーフロント研究所　代表理

事
富田　和久　㈱建設環境研究所　執行役員技師長
深澤　淳志☆全国建設弘済協議会

〈監事候補〉  （敬称略）
堀内　　茂　山梨県富士吉田市長（山梨県河川砂防

協会　前監事）
藤澤　泰彦　長野県生坂村長（長野県河川協会会長）
野田　　徹　清水建設㈱　常務執行役員
（注）　☆印の方は新任、他の方は重任

【報告事項】
⑴　令和 5年度事業報告について
⑵　令和 ６年度事業計画及び令和 ６年度収支予算に
ついて
　第 1号議案については、報告事項⑴と一括して説
明が行われ、また、野田監事から監事監査報告が行
われ承認決議されました。続いて第 2号議案の説明
が行われ、まず一括して諮ることが承認された後、
一括して原案どおり承認決議され、新任の山田正理
事、深澤淳志理事から挨拶がありました。続いて報
告事項⑵の報告が行われ、予定していた議案を全て
終了し閉会しました。
　多数の会員等の皆様のご出席、ご協力をいただき
ありがとうございました。

ご出席の市町村長等の皆様（前方5列） ご出席の市町村長等の皆様（前方5列）

総会の様子 野田監事監査報告
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【総会にご出席いただいた市町村長、県議会議員】
（北から順に掲載、敬称略）

理事北海道むかわ町長竹中喜之　北海道福島町長鳴
海清春　北海道木古内町長鈴木慎也　北海道月形町
長上坂隆一　北海道秩父別町長澁谷信人　北海道和
寒町長奥山盛　北海道小平町長関次雄　北海道苫前
町長福士敦朗　北海道猿払村長伊藤浩一　北海道湧
別町長刈田智之　北海道壮瞥町長田鍋敏也　北海道
洞爺湖町長下道英明　青森県鶴田町長相川正光　山
形県南陽市長白岩孝夫　山形県大江町長松田清隆　
理事新潟県湯沢町長田村正幸　福井県若狭町長渡辺
英朗　監事長野県生坂村長藤澤泰彦　長野県佐久穂
町長佐々木勝　長野県根羽村長大久保憲一　長野県
小川村長染野隆嗣　長野県南木曽町長向井裕明　長
野県筑北村長太田守彦　長野県小谷村長中村義明　
長野県飯山市長江沢岸生　長野県王滝村長越原道
廣　長野県飯綱町長峯村勝盛　長野県小海町長黒澤
弘　長野県川上村長由井明彦　長野県南牧村長有坂
良人　長野県南相木村長中島則保　長野県北相木村
長井出利秋　長野県南箕輪村長藤城栄文　長野県阿
南町長勝野一成　長野県平谷村長西川清海　長野県

山田正理事挨拶 深澤淳志理事挨拶

総会の様子 総会の様子

売木村長清水秀樹　長野県天龍村長永嶺誠一　長野
県阿智村長熊谷秀樹　長野県木曽町長原久仁男　長
野県上松町長大屋誠　長野県木祖村長奥原秀一　長
野県大桑村長貴舟豊　長野県麻績村長塚原勝幸　長
野県白馬村長丸山俊郎　愛知県幸田町長成瀬敦　三
重県副会長鈴鹿市長末松則子　三重県木曽岬町長加
藤隆　三重県菰野町長諸岡高幸　三重県朝日町長矢
野純男　三重県川越町長城田政幸　三重県伊勢市長
鈴木健一　三重県度会町長中村忠彦　三重県御浜町
長大畑覚　顧問奈良県天川村長車谷重高　奈良県野
迫川村長吉井善嗣　副会長和歌山県印南町長日裏勝
己　理事島根県大田市長楫野弘和　香川県議会議員
花崎光弘　愛媛県大洲市長二宮隆久　理事高知県津
野町長池田三男　高知県大豊町長大石雅夫　佐賀県
多久市長横尾俊彦　佐賀県上峰町長武廣勇平　佐賀
県みやき町長岡毅　佐賀県大町町長水川一哉

　総会終了後、直ちに第 2回理事会が 2階特別会議
室で開催され、脇理事（議長）の挨拶、足立理事（参
議院議員）の挨拶、西澤防災課長の挨拶、新任の山
田理事、深澤理事からの挨拶に続いて議事に入り、
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会長及び副会長の選定、並びに副会長の順序につい
て審議され、富田理事からの提案どおり決議されま
した。理事会閉会後直ちに総会会場に戻って会長、
副会長の選定結果の報告がありました。

理事会における脇理事（議長）挨拶

理事会における足立理事（参議院議員）挨拶 西澤防災課長挨拶

理事会の様子 理事会の様子

【選定結果】
会　長：脇雅史氏
副会長（順序の順）：上総周平氏、足立敏之氏（参

議院議員）、日裏勝己氏（印南町長）、末松
則子氏（鈴鹿市長）
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木村総括災害査定官による説明会

記念懇親会における脇会長あいさつ

記念懇親会における廣瀬局長来賓あいさつ

日裏副会長（印南町長）による乾杯

盛会な記念懇親会

末松副会長（鈴鹿市長）による中締め

　第 2回理事会に引き続き、総会と同じ 1階の淀・
信濃会議室で、199名の皆様にご参加をいただいて
国土交通省水管理・国土保全局防災課総括災害査定
官木村勲氏により、「災害復旧事業の最近の取組」
と題して説明会が行われました。

　最後に、隣りの木曽会議室で総会記念懇親会が開
催され137名の皆様にご参加いただき、全国各地の
話題で盛り上がりなごやかにご歓談いただきまし
た。
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箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

北 海 道  000,813 4 000,811 3 000,002 1

<1> <300,000> <1> <300,000>

岩 手 1 300,000 1 300,000 

千 葉  000,57 1 000,57 1

>000,381,1<>71<>000,381,1<>71<

)000,04()5()000,04()5(

]043,912,1[]01[]043,912,1[]01[

新 潟  043,091,7 28 043,096,6 18 000,005 1

>000,895,4<>33<>000,895,4<>33<

)417,000,1()51()417,000,1()51(

]564,180,11[]36[]564,180,11[]36[

富 山  995,616,13 803 000,052 1 995,663,13 703

>870,409,97<>284<>870,409,97<>284<

)047,090,8()26()047,090,8()26(

]019,652,441[]48[]019,652,441[]48[

石 川  664,679,977 566,7 664,679,977 566,7

>000,111<>1<>000,111<>1<

)000,6()1()000,6()1(

]000,022[]2[]000,022[]2[

福 井  005,823,1 51 005,823,1 51

山 梨  000,088 4 000,088 4

長 野  000,07 2 000,07 2

岐 阜  000,022 4 000,06 1 000,061 3

静 岡  000,017 6 000,541 1 000,565 5

三 重  000,05 2 000,05 2

和 歌 山  000,402,2 5 000,079,1 2 000,432 3

鳥 取  658,485 2 658,485 2

島 根  000,003,2 1 000,003,2 1

岡 山  000,5 1 000,5 1

山 口  000,521 5 000,521 5

>000,051<>1<>000,051<>1<

)000,1()1()000,1()1(

愛 媛  005,414 7 005,414 7

高 知  000,092 7 000,03 2 000,062 5

佐 賀  000,052 1 000,052 1

長 崎  000,673 4 000,053 1 000,62 3

熊 本  007,878 02 000,075 3 007,803 71

宮 崎  000,007,2 4 000,000,2 2 000,007 2

鹿 児 島  004,85 5 004,85 5

沖 縄  000,01 1 000,01 1

)930,506()41()930,506()41(

]351,954,8[]14[]351,954,8[]14[

新 潟  127,953,31 163 127,953,31 163

静 岡  000,001 1 000,001 1

>870,642,68<>535<>000,003<>1<>870,649,58<>435<

)394,347,9()89()394,347,9()89(

]868,632,561[]002[]868,632,561[]002[

 280,193,648 915,8 000,055 2 621,622,338 934,8 000,811 3 658,961,8 31 001,726,3 06 000,007 2

直 轄 計  464,391,94 83 464,391,94 83

合 計  645,485,598 755,8 000,055 2 095,914,288 774,8 000,811 3 658,961,8 31 001,726,3 06 000,007 2

※上段（   ）内書は、公園分、［　　］内書は、水道(令和6年4月以降)・下水道分、<　　>内書は、港湾･港湾に係る海岸分である。

補助計

合 計冬 期 風 浪 及 び 風 浪 豪 雨 地 す べ り 融 雪 地 震 梅 雨 前 線 豪 雨 台 風 そ の 他

令和 ６ 年　発生主要異常気象別被害報告 令和 ６年 4月３0日現在（単位：千円）

※被害報告は、月 2回（15日、月末）国土交通省HPで公表。最新は下記をクリック
　http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/bousai/saigai/kiroku/houkoku.html
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